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文理科２年生 

英語表現（２単位） Vison Quest advanced 

Lesson ２ How did you get interested  in Japan? 

標準学習時間 ５０分（全体計画 50分×3） 

第３時間目 

Today’s Goal 

１ SVOC の文型の確認学習＋演習を通して，その知識を１００％近くに高める。 

２ 【自動詞】と【他動詞】に復習できる絶好のチャンスを逃さない。 

１ 【文法事項】の確認をしよう！ 

教科書は p.１２です。時間にメリハリをつけることも大切です。【例文】と【解

説】を突き合わせながら，【１０分間限定】で確認する。１０分後に，【小テスト

スタート】くらいの勢いも大切！ 

２ 目標を定める！【できる】へ！ 

教科書は p.１３です。 

（１）【英語表現専用ノート】に答えをしっかり書くこと。 

（２）全ての問題 ・・・ ノートに【英文全体】を書く。 

   ※【指示文】と【日本語訳】は書き写す必要はない。【問題番号】を書く。 

（３）問題全体をザーッと眺めて，【あなた】の【目標時間】を決める。 

  （    ）１５分  （     ）２０分  （     ）２５分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 解く！ホントに【できる】へ 

On your mark.  Ready.  Go! 

大切なこと 

× 教科書の左ページを見ながら解く 

 ➡【コタエ】を【ミナガラ】？ 

 ➡ ことばの【運用力】はついていない 

○ 【復習したポイント】を 

【使えるか？】という視点が大切 
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４ 答えの確認と復習をしよう！ 
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５ 【自動詞】と【他動詞】の違いをまとめよう！ 

教科書の p.12にまとめている表現の【ポイント】をしっかり整理して『＝自分

のものにしようと必死に取り組んで』，その結果として p.13 の演習については，

【自分でしっかり考え，コトバの運用力】を高めることができた実感がわいてい

るでしょうか？ 

これで，【英語表現】の L.２は全て終了します。 

授業では，この３時間分の学習の【確認テスト】を行います。 

 なお，【自動詞】と【他動詞】の違いに関して【曖昧さ】が残っている人は，次

のまとめを【英語表現専用ノート】に書き写して，知識の整理に努めること。 

 
●自動詞と他動詞 

（１）自動詞 

後ろに目的語がこない動詞。補語や修飾語は続く。 

・All the people laughed.  [SV]（みんなが笑った。） 

・He looks young.  [SVC]（彼は若く見える。） 

（２）他動詞 

後ろに目的語がくる動詞（＝他の何か[誰か]に働きかける動詞）。 

・She showed me the picture. [SVOO]（彼女は私にその写真を見せてくれた。） 

 

●discuss A チーム！・・・他動詞と自動詞で誤りやすい動詞 

・The students discussed the future of Japan. （生徒達は日本の将来について議論した。） 

discuss は自動詞ではなく（他動詞）である。だから直接（目的語）を取ることが出来る。「～について」 

だけにつられて discuss about A とするのは誤用である。discuss A＝talk about A となる。 

〈自動詞と間違えやすい注意すべき他動詞〉 

marry 人「人と結婚する， discuss A「A について議論する」， approach A 「A に近づく」， reach A

「A に届く」， resemble 人「人と似ている」， enter A「A に入る」， obey A「A に従う」， answer A

「A に答える」， attend A「A に出席する」など。 

・She graduated from Kasukabe J.H.S. （彼女は春日部中学校を卒業した。） 

graduate は他動詞ではなく（自動詞）である。だから直接（目的語）を取ることが出来ない。「～を」 

だけにつられ graduate A とするのは誤用である。出身等を表す【前置詞】の from の助けが必要である。 

〈他動詞と間違えやすい注意すべき自動詞〉 

graduate （from） A「A を卒業する」，apologize (to A) （for） B「（A に）B のことで謝る」，complain 

(to A) （of） B「（A に）B について文句を言う」など 

 

●lay? lie? lying?・・・【横たえる】は日本語が難しくないですか？ 

意 味 原 形 過去形 過去分詞 現在分詞 

Sが横になる【自】 lie lay lain lying 

Sが Oを横にする【他】 lay laid laid laying 

うそをつく lie lied lied lying 

      ※【２つの lay】の意識を！【他動詞】は pay-paid-paid と同じ！【うそをつく】は die-died-died と同じ！ 


